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「
夫
と
共
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
て
十
四

年
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
ね
」
と
話
す
の
は
西
山
尚
子
さ

ん
。
今
年
の
五
月
か
ら
「
南
丹
ふ
る
さ
と

帰
農
協
議
会
」
の
委
員
を
務
め
て
い
る
。

先
日
行
わ
れ
た
「
京
丹
波
町
わ
ち
の
ふ
る

さ
と
帰
農
を
考
え
る
集
い
」
で
は
、
自
身

の
帰
農
経
験
を
も
と
に
「
帰
農
し
て
―
喜

怒
哀
楽
―
」
と
題
し
た
実
例
報
告
を
行
っ

た
（
十
九
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

「
長
男
の
嫁
で
す
か
ら
、
い
つ
か
は
夫

と
一
緒
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
農
業
を
継
が

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
西
山
さ
ん
。「
以
前
は
ヘ
ル
パ
ー
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
お
年
寄
り
を
み
て
い

る
う
ち
に
、『（
夫
の
両
親
を
）
放
っ
て
は

お
け
な
い
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
」
と
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

Ｕ
タ
ー
ン
を
決
心
さ
せ
て
く
れ
た
と
話
す
。

し
か
し
、
帰
っ
て
き
た
も
の
の
人
も
地

域
も
分
か
ら
な
い
生
活
。「
半
年
ほ
ど
は

家
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
」
と
苦
笑

い
を
浮
か
べ
る
西
山
さ
ん
。「
だ
け
ど
、

こ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
た
め
、
編
み
物

教
室
を
始
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
働
き

始
め
た
。

「
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
十
四
年
。
今
で
は
、

ず
っ
と
前
か
ら
こ
こ
に
居
た
よ
う
な
、
そ

ん
な
気
分
。
そ
れ
だ
け
地
域
に
な
じ
め
て

き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
西
山

さ
ん
。「
地
域
に
な
じ
む
と
い
う
点
で
は
、

『
婦
人
会
』
の
存
在
は
助
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
行
け
ば
、
地
元
の
人
と
の
か
か
わ

り
が
持
て
て
、
あ
る
程
度
地
域
の
こ
と
が

把
握
で
き
ま
し
た
か
ら
ね
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

西
山
さ
ん
は
現
在
、
月
一
回
、
区
内
の

お
年
寄
り
が
集
う
「
ふ
れ
あ
い
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
の
ス
タ
ッ
フ
や
要
約
筆
記
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
農
協
女
性
部
の
副
部
長
と

し
て
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。「
同

じ
や
る
な
ら
楽
し
ん
で
や
ろ
う
、
と
い
う

の
が
わ
た
し
の
信
条
。
Ｕ
タ
ー
ン
に
し
て

も
、
心
の
ど
こ
か
で
納
得
し
て
、
帰
っ
て

き
た
の
だ
か
ら
、
愚
痴
を
言
わ
ず
に
、
自

分
の
決
め
た
こ
と
は
一
生
懸
命
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
西
山
さ
ん
。

「
趣
味
の
水
墨
画
の
ほ
か
に
も
、
こ
れ

か
ら
色
々
と
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

欲
張
り
で
す
が
ね
。
で
も
、
元
気
な
う
ち

は
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
き
た
い
、
気

持
ち
は
若
々
し
く
あ
り
た
い
で
す
ね
」。

穏
や
か
な
表
情
で
、
最
後
に
そ
う
話
し
て

く
れ
た
。

夫の故郷へＵターンして14年。
今では、ずっと前からここに居たような
そんな気分です。
西山 尚子さん（６６歳）　水原

発行／京丹波町　〒622-0292京都府船井郡京丹波町蒲生八ツ谷62番地6　電話(0771)82-0200（代表）・(0771)82-3801（直通）　企画・編集／企画情報課
［ホームページアドレス］http://www.town.kyotamba.kyoto.jp　［電子メール］kikaku30@town.kyotamba.kyoto.jp

このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

703（－232）

96（－013）

222（±000）

99（＋016）

347（＋003）

280（＋002）

697（－103）

335（－048）

450（－044）

163（－046）

49（－003）

3,441（－468）

　8月  

1,081

112

265

51

241

288

646

472

597

176

55

3,984

　9月  

680

72

237

66

292

336

767

423

485

143

49

3,550

　10月  

935

109

222

83

344

278

800

383

494

209

52

3,909

　11月  

703

96

222

99

347

280

697

335

450

163

49

3,441

3,550（－1,228）

2,138（－1,157）

2,728（－1,269）

0（±1,000）

811（－1,103）

635（－1,016）

1,530（－1,031）

734（－1,036）

728（－1,036）

2,378（－1,116）

1,928（－1,096）

17,160（－1,088）

4,253（－1,460）

2,234（－1,170）

2,950（－1,269）

99（＋1,016）

1,158（－1,100）

915（－1,014）

2,227（－1,134）

1,069（－1,084）

1,178（－1,080）

2,541（－1,162）

1,977（－1,099）

20,601（－1,556）

路線名

（　）は前月比
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特
集

合
併
一
年

[特集]合併一年

今
回
の
特
集
「
合
併
一
年
」
で
は
、
発
足
し
て
一
年
が

経
過
し
た
京
丹
波
町
の
町
政
の
現
状
や
課
題
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
評
価
や
松
原
茂
樹
町

長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
展
望
を
み
て
い
き
ま
す
。

合
併
後
、
再
編
し
た
バ
ス
路
線

ま
ず
ま
ず
の
利
用
状
況

今
年
五
月
一
日
、
そ
れ
ま
で
旧
三
町
ご
と
に

行
っ
て
き
た
町
営
バ
ス
・
町
民
バ
ス
を
町
営
バ

ス
方
式
（
有
償
運
送
）
に
再
編
し
た
京
丹
波
町

町
営
バ
ス
が
運
行
を
開
始
。
バ
ス
路
線
の
再
編

は
、
児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
合
併
後
、
早
急
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
し
た
。

新
し
い
町
営
バ
ス
路
線
は
旧
三
町
を
結
ぶ
路

線
な
ど
全
十
五
路
線
、
料
金
に
つ
い
て
も
百
―

四
百
円
と
、
安
く
て
分
か
り
や
す
い
料
金
体
系

を
設
定
。
運
行
開
始
か
ら
七
カ
月
、

利
用
者
数
は
毎
月
延
べ
二
万
―

二
万
三
千
人
（
学
校
の
夏
休
み
期

間
を
除
く
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
旧
瑞
穂
町
か

ら
引
き
継
い
だ
中
型
バ
ス
の
老

朽
化
に
伴
い
、
車
両
三
台
を
更
新
。

低
床
型
車
両
を
導
入
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

出
産
祝
金
な
ど
拡
大

町
独
自
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
出
産
時

に
支
給
す
る
「
す
こ
や
か
祝
金
」、「
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
」、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
（
町
内
三
カ
所
）
の
ほ
か
、
中
学
校
卒
業

ま
で
一
カ
月
二
百
円
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
「
す

こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
」
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

と
く
に
、
す
こ
や
か
祝
金
（
出
産
祝
金
）
は
、

旧
瑞
穂
町
、
旧
和
知
町
が
行
っ
て
い
た
も
の
を

合
併
に
よ
り
拡
大
。
第
一
子
五
万
円
、
第
二
子

十
万
円
、
第
三
子
以
降
二
十
万
円
を
出
産
時
に

支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
現
在
、

瑞
穂
地
区
の
保
育
所
（
桧
山
、
梅
田
、
質
美
）
の

来
春
統
合
に
向
け
た
話
し
合
い
を
保
護
者
や
地

域
な
ど
と
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
へ

平
成
十
七
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
京
丹
波
町

の
高
齢
化
率
は
三
一
・
八
％
。
今
後
も
高
齢
者

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
高
齢
者
や
今
後
高
齢
期
を
迎
え
る

人
が
可
能
な
限
り
、
健
康
で
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
年
三
月
、

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
。
高
齢
者
の

外
出
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
活
支
援

事
業
や
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、
特
定
高
齢
者

施
策
の
確
立
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
、
介
護
予
防
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

本
町
は
今
年
四
月
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
高
齢
者

が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
予
防
専
門
員

を
配
置
し
、
介
護
予
防
事
業
や
総
合
相
談
、
高

齢
者
虐
待
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
活
動
支
援
な
ど
を
一
体
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
今
年
四
月
に
施

行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
障
害

の
あ
る
人
自
ら
も
制
度
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
経
費
の
一
割
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
京
都
府
と

と
も
に
負
担
軽
減
策
を
導
入
。
ま
た
、
今
年
度

末
に
障
害
者
基
本
計
画
と
障
害
福
祉
計
画
を
策

定
予
定
で
す
。

旧
三
町
消
防
団
を
統
合
。

今
年
度
中
に
防
災
計
画
や
、

国
民
保
護
計
画
を
策
定

防
災
活
動
の
主
要
な
役
割
を
担
う
消
防
団
組

織
に
つ
い
て
は
、
今
年
四
月
一
日
、
旧
三
町
消

防
団
を
統
合
し
、
京
丹
波
町
消
防
団
が
発
足
。

今
後
は
さ
ら
に
消
防
団
の
体
制
強
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
組
織
等
審
議
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
年
度
を
め
ど
に
組
織
と
消
防
施
設
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
保
護
法
に
よ
り
、
日
本
へ
の
武

力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
国
民
保
護
措
置
の
た
め

の
必
要
事
項
を
定
め
る
国
民
保
護
計
画
や
、
防

災
計
画
に
つ
い
て
も
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で

す
。増

加
す
る
荒
廃
・
遊
休
農
地
。

増
加
す
る
荒
廃
・
遊
休
農
地
。

担
い
手
の
育
成
・
確
保
へ

農
業
は
本
町
の
主
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
が
近
年
、
農
家
数
や
経
営
耕
地
面
積
は

減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
増

加
な
ど
、
農
業
や
、
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能

の
維
持
に
か
か
わ
る
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

本
町
は
地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

に
向
け
た
総
合
的
な
推
進
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
今
年
八
月
、「
京
丹
波
町
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
」
を
設
立
。
今
後
は
農
業
公
社
や

地
域
営
農
組
織
、
認
定
農
業
者
の
ほ
か
、
帰
農

や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農
者
な
ど
担

い
手
の
育
成
や
、
地
域
ぐ
る
み
の
共
同
営
農
、

経
営
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

道
路
、
上
下
水
道
な
ど

生
活
基
盤
整
備
も
着
々
と

町
道
は
六
七
八
路
線
（
総
延
長
約
三
八
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
改
良
率
は
五
四
・
六
％
（
平

成
十
七
年
度
末
）。
京
都
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い

て
は
、
綾
部
安
国
寺
―
和
知
間
が
平
成
十
九
年

度
の
供
用
開
始
に
向
け
工
事
中
で
、
残
る
丹
波

―
和
知
間
の
約
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
現
在
、

着
工
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
丹
波
・
瑞
穂
地
区
に
つ
い
て

は
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
（
平
成
九
年
着
手
）

に
よ
り
、
畑
川
ダ
ム
な
ど
三
カ
所
の
新
規
水
源

を
求
め
、
こ
れ
ま
で
に
畑
川
浄
水
場
系
六
カ
所
、

水
原
浄
水
場
系
二
カ
所
の
配
水
池
を
新
設
し
、

水
の
安
定
供
給
と
未
給
水
区
域
の
解
消
に
向
け

事
業
を
推
進
。
和
知
地
区
で
は
、
施
設
の
老
朽

化
な
ど
の
た
め
、
八
つ
の
簡
易
水
道
を
五
つ
に

統
合
す
る
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

一
方
、
下
水
処
理
施
設
の
整
備
率
は
、
平
成

十
七
年
度
末
で
九
〇
・
七
％
、
水
洗
化
率
は
七

四
・
九
％
。
上
下
水
道
と
も
使
用
料
が
不
均
一

で
あ
り
、
今
後
、
均
一
化
に
向
け
た
調
整
が
課

題
で
す
。

総
合
計
画
策
定
へ
。

住
民
自
治
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
検
討
も
始
動

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
京
丹

波
町
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
今
年
八
月
、

同
計
画
審
議
会
が
発
足
。
現
在
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
や
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
定
め
る
基
本
構
想
案
の
策
定
に
向
け
、

議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
構
想
は
議
会
の

議
決
を
経
て
、
今
年
度
末
に
策
定
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
、
行
政
と
住
民
が
課
題
を
共
有
し
、

共
に
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
の
ほ
ど
「
住
民
自
治
組

織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
が
発
足
。

平
成
十
九
年
度
中
を
め
ど
に
、
住
民
自
治
組
織

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
す
。

財
政
運
営
、
深
刻
な
状
況
。

経
費
削
減
、

事
業
見
直
し
が
急
務

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国
の
財
政

再
建
に
向
け
た
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
地
方
歳
出
の
抑
制
が
さ
ら
に
求
め
ら

れ
、
財
源
（
お
金
）
の
確
保
が
年
々
厳
し
く
、
深

刻
な
状
況
で
す
。

本
町
に
つ
い
て
も
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財

源
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
歳
出
に
お
い
て

は
公
債
費
（
普
通
建
設
事
業
の
た
め
借
り
入
れ

た
お
金
の
返
済
金
）
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
、

社
会
福
祉
費
な
ど
の
諸
施
策
、
普
通
建
設
事
業

に
対
応
す
べ
き
経
費
な
ど
、
多
種
多
様
な
需
要

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
へ
基
金
（
貯

金
）
の
取
り
崩
し
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現

状
に
あ
り
ま
す
。

経
常
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
、
事
務
事
業
の

抜
本
的
見
直
し
な
ど
歳
出
規
模
抑
制
に
向
け
た

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

本庁や支所の来庁者など５０人に尋ねた結果、
「満足している」「まあまあ満足している」が
７８％を占め、一定評価していただきましたが、
「本庁へは入りにくい」「職場全体が暗いイメ
ージ」「会議は本庁が多く、支所で開くなどの
配慮がほしい」「（役場が）遠くなった感じ」な
どの意見がありました。
皆様からの貴重なご意見を生かし、町民の

皆様から信頼される職場づくりに努めていき
ます。

役場の満足度
職員の応対や、本庁・支所の体制、職場
の雰囲気など役場の満足度は？

町民５０人の皆様に尋ねた結果、「（他の地区
の人たちと）接する機会があまりない」、「イベ
ントなどもそれぞれでやっている感じで、一体
感を感じられるものではない」などの意見が多
くありました。一方、「感じている」「まあまあ感
じている」と答えた方の中には、これまでに会
議や各種教室・行事などを通じて他の地区の人
たちと接する機会を持っている人が多くありま
した。また、役場からの書類や放送などを通じて、
一体感を感じているという意見もありました。

京丹波町民としての一体感度
京丹波町民としての一体感を感じていま
すか？

町営バスを利用していただいている方30
人（児童・生徒除く）に尋ねた結果、多くの方か
ら「利用しやすい」、「低床型バスが利用しや
すい」、「病院の玄関まで出入りしてもらえる
のがうれしい」、「運転手が親切」などのご意
見をいただきましたが、「もう少し便があれば」
や「土曜日の便があれば助かる」、「高齢者に
は料金が高い」などの意見もありました。
こうした意見を踏まえ、より多くの皆様に、
利用していただける運行に努めていきます。

町営バス
町営バスは利用しやすいですか？

子育て講座の参加者や、保育所入所児童の
保護者など４０人に尋ねた結果、「以前から比
べると充実してきている」や、「医療費助成は
本当に助かる」など評価する意見をいただき
ましたが、「延長保育時間が短い」や「健診に
行くのが遠くなった」、「すこやか手当（旧瑞穂
町の制度）が廃止され不満」、「若い世代は安
心して子育てできるまちを選ぶ。今のままで
は転入につながらない」などの意見もありま
した。

子育て支援
町の子育て支援策の充実度は？

高齢者や介護されている方など30人に評
価していただいた結果、「デイサービスや区内
でのお年寄りが集うサロン活動など、色々と充
実してきている」、「経済的な面での支援がも
う少し充実すれば」、「外出支援の充実を望む」、
「真に高齢者の視点に立ったサービスになっ
ていない面がある」などの意見がありました。

高齢者福祉
町の高齢者福祉施策の充実度は？

満足している

22人
44％

利用しやすい

12人
40％

やや不満

10人
20％

まあまあ
感じている

10人
20％

やや不十分

12人
30％

感じていない

9人
18％

やや不便さ
を感じる

4人 13％

あまり
感じていない

26人
52％

まあまあ
満足している

17人
34％

まあまあ
利用しやすい

12人
40％

感じている

5人
10％

まあまあ
充実している

27人
68％

不満 1人
2％

充実している 0人 0％ 不便さを感じる
ことが多い
2人 7％

不十分 
1人  2％

役場窓口 豊かな生活に水は欠かすことのできない貴重な資源（わちエンジェル）

今後の農業、担い手の育成・確保が課題。（富田地内）

乳幼児健診（瑞穂保健福祉センター）

不十分 
2人 7％

充実している

7人
23％

やや不十分

9人 30％

まあまあ
充実している

12人
40％

お忙しい中、インタビューにご協力いただ
きました多くの皆様に心から感謝を申し
上げます。ありがとうございました。
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特
集

合
併
一
年

[特集]合併一年

今
回
の
特
集
「
合
併
一
年
」
で
は
、
発
足
し
て
一
年
が

経
過
し
た
京
丹
波
町
の
町
政
の
現
状
や
課
題
を
お
伝
え

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
様
の
評
価
や
松
原
茂
樹
町

長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
交
え
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
展
望
を
み
て
い
き
ま
す
。

合
併
後
、
再
編
し
た
バ
ス
路
線

ま
ず
ま
ず
の
利
用
状
況

今
年
五
月
一
日
、
そ
れ
ま
で
旧
三
町
ご
と
に

行
っ
て
き
た
町
営
バ
ス
・
町
民
バ
ス
を
町
営
バ

ス
方
式
（
有
償
運
送
）
に
再
編
し
た
京
丹
波
町

町
営
バ
ス
が
運
行
を
開
始
。
バ
ス
路
線
の
再
編

は
、
児
童
・
生
徒
や
高
齢
者
な
ど
の
交
通
手
段

を
確
保
す
る
た
め
、
合
併
後
、
早
急
に
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
し
た
。

新
し
い
町
営
バ
ス
路
線
は
旧
三
町
を
結
ぶ
路

線
な
ど
全
十
五
路
線
、
料
金
に
つ
い
て
も
百
―

四
百
円
と
、
安
く
て
分
か
り
や
す
い
料
金
体
系

を
設
定
。
運
行
開
始
か
ら
七
カ
月
、

利
用
者
数
は
毎
月
延
べ
二
万
―

二
万
三
千
人
（
学
校
の
夏
休
み
期

間
を
除
く
）
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
、
旧
瑞
穂
町
か

ら
引
き
継
い
だ
中
型
バ
ス
の
老

朽
化
に
伴
い
、
車
両
三
台
を
更
新
。

低
床
型
車
両
を
導
入
し
、
利
便
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援

出
産
祝
金
な
ど
拡
大

町
独
自
の
子
育
て
支
援
策
と
し
て
、
出
産
時

に
支
給
す
る
「
す
こ
や
か
祝
金
」、「
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
購
入
助
成
」、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
（
町
内
三
カ
所
）
の
ほ
か
、
中
学
校
卒
業

ま
で
一
カ
月
二
百
円
で
医
療
が
受
け
ら
れ
る
「
す

こ
や
か
子
育
て
医
療
費
助
成
」
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

と
く
に
、
す
こ
や
か
祝
金
（
出
産
祝
金
）
は
、

旧
瑞
穂
町
、
旧
和
知
町
が
行
っ
て
い
た
も
の
を

合
併
に
よ
り
拡
大
。
第
一
子
五
万
円
、
第
二
子

十
万
円
、
第
三
子
以
降
二
十
万
円
を
出
産
時
に

支
給
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
現
在
、

瑞
穂
地
区
の
保
育
所
（
桧
山
、
梅
田
、
質
美
）
の

来
春
統
合
に
向
け
た
話
し
合
い
を
保
護
者
や
地

域
な
ど
と
進
め
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が

地
域
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
へ

平
成
十
七
年
国
勢
調
査
に
よ
る
と
京
丹
波
町

の
高
齢
化
率
は
三
一
・
八
％
。
今
後
も
高
齢
者

人
口
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

本
町
は
、
高
齢
者
や
今
後
高
齢
期
を
迎
え
る

人
が
可
能
な
限
り
、
健
康
で
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
今
年
三
月
、

「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
。
高
齢
者
の

外
出
支
援
や
配
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
生
活
支
援

事
業
や
介
護
予
防
事
業
の
充
実
、
特
定
高
齢
者

施
策
の
確
立
な
ど
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
制
度
が
大
幅
に
改

正
さ
れ
、
介
護
予
防
に
重
点
が
お
か
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

本
町
は
今
年
四
月
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
高
齢
者

が
地
域
で
自
立
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
保

健
師
、
社
会
福
祉
士
、
主
任
介
護
予
防
専
門
員

を
配
置
し
、
介
護
予
防
事
業
や
総
合
相
談
、
高

齢
者
虐
待
防
止
な
ど
の
権
利
擁
護
、
ケ
ア
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
活
動
支
援
な
ど
を
一
体
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
今
年
四
月
に
施

行
さ
れ
た
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
り
、
障
害

の
あ
る
人
自
ら
も
制
度
を
支
え
る
一
員
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
経
費
の
一
割
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
こ
と
か
ら
、
京
都
府
と

と
も
に
負
担
軽
減
策
を
導
入
。
ま
た
、
今
年
度

末
に
障
害
者
基
本
計
画
と
障
害
福
祉
計
画
を
策

定
予
定
で
す
。

旧
三
町
消
防
団
を
統
合
。

今
年
度
中
に
防
災
計
画
や
、

国
民
保
護
計
画
を
策
定

防
災
活
動
の
主
要
な
役
割
を
担
う
消
防
団
組

織
に
つ
い
て
は
、
今
年
四
月
一
日
、
旧
三
町
消

防
団
を
統
合
し
、
京
丹
波
町
消
防
団
が
発
足
。

今
後
は
さ
ら
に
消
防
団
の
体
制
強
化
を
図
る
た

め
、
消
防
団
組
織
等
審
議
会
に
お
い
て
、
平
成

二
十
年
度
を
め
ど
に
組
織
と
消
防
施
設
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
保
護
法
に
よ
り
、
日
本
へ
の
武

力
攻
撃
事
態
に
お
け
る
国
民
保
護
措
置
の
た
め

の
必
要
事
項
を
定
め
る
国
民
保
護
計
画
や
、
防

災
計
画
に
つ
い
て
も
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で

す
。増

加
す
る
荒
廃
・
遊
休
農
地
。

増
加
す
る
荒
廃
・
遊
休
農
地
。

担
い
手
の
育
成
・
確
保
へ

農
業
は
本
町
の
主
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
が
近
年
、
農
家
数
や
経
営
耕
地
面
積
は

減
少
傾
向
を
た
ど
り
、
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
増

加
な
ど
、
農
業
や
、
農
地
の
持
つ
多
面
的
機
能

の
維
持
に
か
か
わ
る
根
本
的
な
問
題
を
抱
え
て

い
ま
す
。

本
町
は
地
域
農
業
の
担
い
手
の
育
成
・
確
保

に
向
け
た
総
合
的
な
推
進
体
制
を
確
立
す
る
た

め
、
今
年
八
月
、「
京
丹
波
町
担
い
手
育
成
総
合

支
援
協
議
会
」
を
設
立
。
今
後
は
農
業
公
社
や

地
域
営
農
組
織
、
認
定
農
業
者
の
ほ
か
、
帰
農

や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
る
新
規
就
農
者
な
ど
担

い
手
の
育
成
や
、
地
域
ぐ
る
み
の
共
同
営
農
、

経
営
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

道
路
、
上
下
水
道
な
ど

生
活
基
盤
整
備
も
着
々
と

町
道
は
六
七
八
路
線
（
総
延
長
約
三
八
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
で
、
改
良
率
は
五
四
・
六
％
（
平

成
十
七
年
度
末
）。
京
都
縦
貫
自
動
車
道
に
つ
い

て
は
、
綾
部
安
国
寺
―
和
知
間
が
平
成
十
九
年

度
の
供
用
開
始
に
向
け
工
事
中
で
、
残
る
丹
波

―
和
知
間
の
約
一
九
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
現
在
、

着
工
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
丹
波
・
瑞
穂
地
区
に
つ
い
て

は
統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
（
平
成
九
年
着
手
）

に
よ
り
、
畑
川
ダ
ム
な
ど
三
カ
所
の
新
規
水
源

を
求
め
、
こ
れ
ま
で
に
畑
川
浄
水
場
系
六
カ
所
、

水
原
浄
水
場
系
二
カ
所
の
配
水
池
を
新
設
し
、

水
の
安
定
供
給
と
未
給
水
区
域
の
解
消
に
向
け

事
業
を
推
進
。
和
知
地
区
で
は
、
施
設
の
老
朽

化
な
ど
の
た
め
、
八
つ
の
簡
易
水
道
を
五
つ
に

統
合
す
る
簡
易
水
道
統
合
整
備
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

一
方
、
下
水
処
理
施
設
の
整
備
率
は
、
平
成

十
七
年
度
末
で
九
〇
・
七
％
、
水
洗
化
率
は
七

四
・
九
％
。
上
下
水
道
と
も
使
用
料
が
不
均
一

で
あ
り
、
今
後
、
均
一
化
に
向
け
た
調
整
が
課

題
で
す
。

総
合
計
画
策
定
へ
。

住
民
自
治
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
検
討
も
始
動

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
京
丹

波
町
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
、
今
年
八
月
、

同
計
画
審
議
会
が
発
足
。
現
在
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
や
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
定
め
る
基
本
構
想
案
の
策
定
に
向
け
、

議
論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
構
想
は
議
会
の

議
決
を
経
て
、
今
年
度
末
に
策
定
す
る
予
定
で

す
。ま

た
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
、
行
政
と
住
民
が
課
題
を
共
有
し
、

共
に
解
決
に
向
け
て
行
動
す
る
「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
目
指
し
、
こ
の
ほ
ど
「
住
民
自
治
組

織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
が
発
足
。

平
成
十
九
年
度
中
を
め
ど
に
、
住
民
自
治
組
織

の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
ま
す
。

財
政
運
営
、
深
刻
な
状
況
。

経
費
削
減
、

事
業
見
直
し
が
急
務

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国
の
財
政

再
建
に
向
け
た
三
位
一
体
の
改
革
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
地
方
歳
出
の
抑
制
が
さ
ら
に
求
め
ら

れ
、
財
源
（
お
金
）
の
確
保
が
年
々
厳
し
く
、
深

刻
な
状
況
で
す
。

本
町
に
つ
い
て
も
、
財
政
運
営
に
必
要
な
財

源
が
減
少
し
て
い
る
一
方
で
、
歳
出
に
お
い
て

は
公
債
費
（
普
通
建
設
事
業
の
た
め
借
り
入
れ

た
お
金
の
返
済
金
）
な
ど
の
義
務
的
経
費
や
、

社
会
福
祉
費
な
ど
の
諸
施
策
、
普
通
建
設
事
業

に
対
応
す
べ
き
経
費
な
ど
、
多
種
多
様
な
需
要

が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
対
応
へ
基
金
（
貯

金
）
の
取
り
崩
し
も
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現

状
に
あ
り
ま
す
。

経
常
経
費
の
徹
底
し
た
削
減
、
事
務
事
業
の

抜
本
的
見
直
し
な
ど
歳
出
規
模
抑
制
に
向
け
た

対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

本庁や支所の来庁者など５０人に尋ねた結果、
「満足している」「まあまあ満足している」が
７８％を占め、一定評価していただきましたが、
「本庁へは入りにくい」「職場全体が暗いイメ
ージ」「会議は本庁が多く、支所で開くなどの
配慮がほしい」「（役場が）遠くなった感じ」な
どの意見がありました。
皆様からの貴重なご意見を生かし、町民の

皆様から信頼される職場づくりに努めていき
ます。

役場の満足度
職員の応対や、本庁・支所の体制、職場
の雰囲気など役場の満足度は？

町民５０人の皆様に尋ねた結果、「（他の地区
の人たちと）接する機会があまりない」、「イベ
ントなどもそれぞれでやっている感じで、一体
感を感じられるものではない」などの意見が多
くありました。一方、「感じている」「まあまあ感
じている」と答えた方の中には、これまでに会
議や各種教室・行事などを通じて他の地区の人
たちと接する機会を持っている人が多くありま
した。また、役場からの書類や放送などを通じて、
一体感を感じているという意見もありました。

京丹波町民としての一体感度
京丹波町民としての一体感を感じていま
すか？

町営バスを利用していただいている方30
人（児童・生徒除く）に尋ねた結果、多くの方か
ら「利用しやすい」、「低床型バスが利用しや
すい」、「病院の玄関まで出入りしてもらえる
のがうれしい」、「運転手が親切」などのご意
見をいただきましたが、「もう少し便があれば」
や「土曜日の便があれば助かる」、「高齢者に
は料金が高い」などの意見もありました。
こうした意見を踏まえ、より多くの皆様に、
利用していただける運行に努めていきます。

町営バス
町営バスは利用しやすいですか？

子育て講座の参加者や、保育所入所児童の
保護者など４０人に尋ねた結果、「以前から比
べると充実してきている」や、「医療費助成は
本当に助かる」など評価する意見をいただき
ましたが、「延長保育時間が短い」や「健診に
行くのが遠くなった」、「すこやか手当（旧瑞穂
町の制度）が廃止され不満」、「若い世代は安
心して子育てできるまちを選ぶ。今のままで
は転入につながらない」などの意見もありま
した。

子育て支援
町の子育て支援策の充実度は？

高齢者や介護されている方など30人に評
価していただいた結果、「デイサービスや区内
でのお年寄りが集うサロン活動など、色々と充
実してきている」、「経済的な面での支援がも
う少し充実すれば」、「外出支援の充実を望む」、
「真に高齢者の視点に立ったサービスになっ
ていない面がある」などの意見がありました。

高齢者福祉
町の高齢者福祉施策の充実度は？

満足している

22人
44％

利用しやすい

12人
40％

やや不満

10人
20％

まあまあ
感じている

10人
20％

やや不十分

12人
30％

感じていない

9人
18％

やや不便さ
を感じる

4人 13％

あまり
感じていない

26人
52％

まあまあ
満足している

17人
34％

まあまあ
利用しやすい

12人
40％

感じている

5人
10％

まあまあ
充実している

27人
68％

不満 1人
2％

充実している 0人 0％ 不便さを感じる
ことが多い
2人 7％

不十分 
1人  2％

役場窓口 豊かな生活に水は欠かすことのできない貴重な資源（わちエンジェル）

今後の農業、担い手の育成・確保が課題。（富田地内）

乳幼児健診（瑞穂保健福祉センター）

不十分 
2人 7％

充実している

7人
23％

やや不十分

9人 30％

まあまあ
充実している

12人
40％

お忙しい中、インタビューにご協力いただ
きました多くの皆様に心から感謝を申し
上げます。ありがとうございました。
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[特集]合併一年

[特集]合併一年

松
原
茂
樹
・
京
丹
波
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
町
長
就
任
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
間
の
町
政
運
営
を
振
り
返
っ
て

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
旧
三
町
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
一
つ
一

つ
を
、
き
っ
ち
り
と
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

次
の
段
階
へ
進
め
な
い
、
あ
る
程
度
整
理
が
つ

い
て
「
よ
し
、
こ
れ
で
京
丹
波
町
と
し
て
月
日

が
刻
ん
で
い
け
る
」
と
い
う
段
階
ま
で
は
、
慎

重
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

総
花
的
に
何
か
が
で
き
上
が
っ
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
か
ら
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
し
に
、

も
ち
ろ
ん
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
に
意
識
を
向
け

る
の
で
は
な
く
、
行
政
も
町
民
の
皆
様
も
こ
れ

ま
で
の
そ
う
し
た
意
識
を
変
え
、「
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

こ
う
い
う
方
向
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
共
に
真
剣
に
議
論
し

た
う
え
で
、
必
要
な
も
の
を
整
え
て
い
く
、
町

民
の
皆
様
の
合
意
が
形
成
で
き
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
体
力

が
備
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
財
政
的
な
数
値
も

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
公
約
で
も
あ
り
ま
す
「
情
報
基
盤
の
一
元

化
」
に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
ま
す
か
。

町
長
　
本
町
は
難
視
聴
地
域
で
あ
り
、
平
成
二

十
三
年
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行

も
控
え
る
中
で
、
現
在
、
旧
町
間
で
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
情
報
基
盤
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
一
元
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
単
純

に
テ
レ
ビ
だ
け
の
部
分
的
な
問
題
で
は
な
く
、

こ
の
施
設
を
町
民
の
皆
様
の
福
祉
の
中
に
、
日
々

の
生
活
の
中
に
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
事
業
費
や
町
民
の
皆
様
の
負
担

が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
情
報
技
術
と
い
う
も
の
が
、
め
ま
ぐ

る
し
く
進
歩
し
て
い
る
昨
今
の
状
況
に
あ
っ
て

は
、
整
備
す
る
時
期
と
い
う
も
の
も
、
し
っ
か

り
と
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

め
ど
と
し
て
、
こ
の
任
期
中
に
は
、
幹
線
の

光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
な
ど
「
動
脈
部
分
の

整
備
」
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
し
か
し
、
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
、
機
能
面
、
事
業
費
、
町
民
の
皆

様
の
経
費
負
担
の
問
題
な
ど
十
分
に
分
析
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
実
施
計
画
を
立
て
た
う
え
で

町
民
の
皆
様
に
説
明
を
行
い
、
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
ま
た
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
こ
の
ほ
ど
、「
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、住

民
自
治
組
織
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
住
民
自
治
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

町
長
の
今
後
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

町
長
　
人
口
一
万
七
千
人
余
り
の
、
こ
の
小
さ

な
ま
ち
が
、
激
動
す
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
埋

没
す
る
こ
と
な
く
、
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
の

か
、
こ
れ
に
は
や
は
り
「
全
体
の
知
恵
」
と
い
う

も
の
が
必
要
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、「
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
を
、
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
や
っ

て
い
く
の
か
」、
地
域
の
皆
様
が
主
体
的
に
考
え

ら
れ
る
場
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
機
会

と
い
う
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

昭
和
の
合
併
か
ら
五
十
年
。
こ
の
五
十
年
の

う
ち
に
地
域
の
役
割
が
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
き

た
、
ふ
る
さ
と
の
将
来
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

を
地
域
で
話
し
合
い
、
夢
を
語
る
、
そ
う
い
う

こ
と
が
時
代
の
中
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
部
分
を

取
り
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
を
地
域
に
預
け
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
地

域
の
皆
様
と
課
題
を
共
有
し
、
共

に
考
え
、
解
決
に
向
け
て
行
動
で

き
る
、「
合
併
し
た
か
ら
こ
れ
ま
で

の
こ
と
が
す
べ
て
整
理
さ
れ
て
、

ま
ち
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に
ど

ん
ど
ん
伸
び
て
い
く
」、
今
や
、
そ

う
い
う
ふ
う
に
は
な
ら
な
い
時
代

の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
地
域
の
人
び
と
が
「
こ
の
ま

ち
で
暮
ら
し
て
い
こ
う
」
と
思
え

る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
一
体
感
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
職
員
自
ら
も
地
域

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

積
極
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
い
く
、
職
員
の
意
識

改
革
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
教
育
振
興
策
に
つ
い
て
、お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
人
を
育
て
る
と
い
う
の
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
町

と
し
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
は
整
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
教
育
す
べ
て

を
学
校
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
家
庭
、
そ

し
て
地
域
で
の
役
割
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
て

い
く
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
力
で
育

て
て
い
く
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
地
域
社
会
全

体
が
持
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
子
ど
も
た
ち
が
巣

立
っ
て
い
く
環
境
づ
く
り
に
何
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
を
、
学
校
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
と
く
に
、
瑞
穂
地
区
の

小
学
校
の
統
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

か
ら
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
き
た
い
、
急

激
に
は
い
か
な
い
と
し
て
も
、
さ
り
と
て
「
い

つ
か
結
論
が
出
れ
ば
良
い
」
と
い
う
問
題
で
も

な
く
、
一
定
時
期
が
き
た
ら
町
と
し
て
の
考
え

を
地
域
の
皆
様
に
提
示
し
、
時
間
を
か
け
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
施
設
は
地
域
の
皆
様
の
精
神
的

な
部
分
や
、
そ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
も
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
配
置
も
含
め

て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
教
育
環

境
づ
く
り
を
地
域
の
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
、今
後
の
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　「『
丹
波
高
原
』
を
生
か
し
て
何
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
と
き
、
た
と
え
ば
近
年
、
食
の
安

全
志
向
が
高
ま
り
、
多
く
の
人
が
安
全
な
食
材

を
求
め
て
い
る
中
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
、

安
全
な
食
材
を
供
給
す
る
地
域
と
し
て
、
こ
の

ま
ち
は
勝
負
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
す

で
に
道
の
駅
の
朝
市
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
地
域
に
は
採
り
た
て
の
、
ま
だ
朝
露

の
つ
い
た
新
鮮
な
食
材
が
並
ん
で
い
る
、
京
阪

神
な
ど
都
市
部
か
ら
、
そ
れ
を
買
い
求
め
て
人

が
訪
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
近
郊
の
農
山
村

と
し
て
の
地
の
利
を
十
分
に
生
か
し
、
消
費
者

が
、
市
場
が
今
ど
う
い
う
も
の
を
求
め
て
い
る

か
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
あ
る
も
の

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
、
戦
略
と
し
て
そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
流
通
体
系
の
確
立
も
重
要
で
、
黒
豆

や
小
豆
が
「
ダ
イ
ヤ
」
に
な
る
の
か
、「
た
だ
の

豆
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
う
ま
く
流
通
に

乗
せ
て
い
く
手
立
て
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
を
誘
致
す
る
の
に
も
、
都
市
近
郊
と
い

う
地
の
利
は
あ
る
、
国
道
が
三
つ
あ
る
の
は
物

流
に
十
分
な
環
境
で
あ
り
、
近
年
、
企
業
も
地

震
に
備
え
て
機
能
を
分
散
さ
せ
る
と
い
っ
た
安

全
志
向
で
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と

一
定
の
場
所
を
提
供
で
き
る
地
域
と
し
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
企
業
側
は
ま
ち
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
、
例
え
ば
「
会
社
と
一
緒
に
来
る
若
い

社
員
た
ち
が
生
活
で
き
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
か
」、「
保
育
所
や
教
育
環
境
は
整
っ
て
い

ま
す
か
」
と
、
そ
う
い
う
企
業
か
ら
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
対
し
て
、
小
さ
く
と
も
、
き
っ
ち
り

と
提
供
で
き
る
環
境
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

誘
致
戦
略
と
し
て
は
も
う
少
し
練
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
最
後
に
、今
後
の
町
政
運
営
に
対
す
る
町

長
の
方
針
や
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
人
口
一
万
七
千
人
余
り
の
小
さ
な
ま
ち

で
も
し
っ
か
り
と
動
い
て
い
る
、
細
々
と
で
も
、

子
育
て
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
高
齢
者
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
が
あ
る
、
し
っ
か
り

と
し
た
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

い
う
足
腰
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
、
派
手
さ
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私

が
町
政
を
預
か
っ
て
い
る
限
り
は
維
持
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
、
そ
う
い
う
し
っ
か
り
と
し
た

思
い
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
ま
ち
に
と
っ
て
、

今
は
や
は
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
る
し
っ

か
り
と
し
た
、
揺
る
ぎ
な
い
土
台
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
、
焦

ら
ず
に
一
つ
一
つ
を
き
っ
ち
り
と
整
え
、
ト
ー

タ
ル
で
み
た
と
き
バ
ラ
ン
ス
良
く
備
わ
っ
て
い

る
、
そ
う
い
う
安
定
感
の
あ
る
町
政
運
営
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

シリーズ・地域の躍動⑦

夢の舞台開幕

京丹波イルミネーション

琴滝「冬ほたる」
１２月１５日―２５日

昨
年
、初
め
て
開
催
さ
れ
た
琴
滝
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
冬
ほ
た
る
」
。

町
民
は
も
と
よ
り
、京
阪
神
な
ど
か
ら
一
万
人
近
い
人
び
と
が
訪
れ
、幻
想
的
な
光
の
空
間
に
魅
了
さ
れ
た
。

今
年
も
ま
た
、「
冬
ほ
た
る
」の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
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松
原
茂
樹
・
京
丹
波
町
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―
町
長
就
任
か
ら
一
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
間
の
町
政
運
営
を
振
り
返
っ
て

の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
旧
三
町
か
ら
引
き
継
い
だ
も
の
一
つ
一

つ
を
、
き
っ
ち
り
と
整
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

次
の
段
階
へ
進
め
な
い
、
あ
る
程
度
整
理
が
つ

い
て
「
よ
し
、
こ
れ
で
京
丹
波
町
と
し
て
月
日

が
刻
ん
で
い
け
る
」
と
い
う
段
階
ま
で
は
、
慎

重
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

総
花
的
に
何
か
が
で
き
上
が
っ
て
い
く
こ
と

が
こ
れ
か
ら
求
め
る
ま
ち
づ
く
り
で
は
な
し
に
、

も
ち
ろ
ん
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ば
か
り
に
意
識
を
向
け

る
の
で
は
な
く
、
行
政
も
町
民
の
皆
様
も
こ
れ

ま
で
の
そ
う
し
た
意
識
を
変
え
、「
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
は
、
こ
う
い
う
意
識
を
持
っ
て
、

こ
う
い
う
方
向
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
こ
と
を
、
共
に
真
剣
に
議
論
し

た
う
え
で
、
必
要
な
も
の
を
整
え
て
い
く
、
町

民
の
皆
様
の
合
意
が
形
成
で
き
た
と
き
に
は
、

す
ぐ
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
体
力

が
備
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
は
、
財
政
的
な
数
値
も

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
公
約
で
も
あ
り
ま
す
「
情
報
基
盤
の
一
元

化
」
に
つ
い
て
、今
後
ど
の
よ
う
に
推
進

さ
れ
ま
す
か
。

町
長
　
本
町
は
難
視
聴
地
域
で
あ
り
、
平
成
二

十
三
年
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行

も
控
え
る
中
で
、
現
在
、
旧
町
間
で
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
情
報
基
盤
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
よ
る
一
元
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
単
純

に
テ
レ
ビ
だ
け
の
部
分
的
な
問
題
で
は
な
く
、

こ
の
施
設
を
町
民
の
皆
様
の
福
祉
の
中
に
、
日
々

の
生
活
の
中
に
、
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く

の
か
、
ま
た
、
事
業
費
や
町
民
の
皆
様
の
負
担

が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
面
か
ら
検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
情
報
技
術
と
い
う
も
の
が
、
め
ま
ぐ

る
し
く
進
歩
し
て
い
る
昨
今
の
状
況
に
あ
っ
て

は
、
整
備
す
る
時
期
と
い
う
も
の
も
、
し
っ
か

り
と
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

め
ど
と
し
て
、
こ
の
任
期
中
に
は
、
幹
線
の

光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
す
る
な
ど
「
動
脈
部
分
の

整
備
」
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
し
か
し
、
そ
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
先
に

述
べ
た
と
お
り
、
機
能
面
、
事
業
費
、
町
民
の
皆

様
の
経
費
負
担
の
問
題
な
ど
十
分
に
分
析
し
、

し
っ
か
り
と
し
た
実
施
計
画
を
立
て
た
う
え
で

町
民
の
皆
様
に
説
明
を
行
い
、
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
ま
た
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
こ
の
ほ
ど
、「
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、住

民
自
治
組
織
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
の

検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
住
民
自
治
に

よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
の

町
長
の
今
後
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

町
長
　
人
口
一
万
七
千
人
余
り
の
、
こ
の
小
さ

な
ま
ち
が
、
激
動
す
る
時
代
の
流
れ
の
中
で
埋

没
す
る
こ
と
な
く
、
ど
う
生
き
残
っ
て
い
く
の

か
、
こ
れ
に
は
や
は
り
「
全
体
の
知
恵
」
と
い
う

も
の
が
必
要
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、「
こ
れ
か
ら

の
地
域
づ
く
り
を
、
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
や
っ

て
い
く
の
か
」、
地
域
の
皆
様
が
主
体
的
に
考
え

ら
れ
る
場
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
機
会

と
い
う
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

昭
和
の
合
併
か
ら
五
十
年
。
こ
の
五
十
年
の

う
ち
に
地
域
の
役
割
が
ど
ん
ど
ん
削
ら
れ
て
き

た
、
ふ
る
さ
と
の
将
来
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

を
地
域
で
話
し
合
い
、
夢
を
語
る
、
そ
う
い
う

こ
と
が
時
代
の
中
で
置
き
去
り
に
さ
れ
て
き
た

面
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
部
分
を

取
り
戻
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
を
地
域
に
預
け
て
し

ま
う
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
地

域
の
皆
様
と
課
題
を
共
有
し
、
共

に
考
え
、
解
決
に
向
け
て
行
動
で

き
る
、「
合
併
し
た
か
ら
こ
れ
ま
で

の
こ
と
が
す
べ
て
整
理
さ
れ
て
、

ま
ち
が
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
式
に
ど

ん
ど
ん
伸
び
て
い
く
」、
今
や
、
そ

う
い
う
ふ
う
に
は
な
ら
な
い
時
代

の
中
で
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
地
域
の
人
び
と
が
「
こ
の
ま

ち
で
暮
ら
し
て
い
こ
う
」
と
思
え

る
よ
う
な
、
そ
う
い
う
一
体
感
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
職
員
自
ら
も
地
域

の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、

積
極
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

か
か
わ
っ
て
い
く
、
職
員
の
意
識

改
革
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
教
育
振
興
策
に
つ
い
て
、お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
人
を
育
て
る
と
い
う
の
は
、
ま
ち
づ

く
り
に
と
っ
て
も
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
町

と
し
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
は
整
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
教
育
す
べ
て

を
学
校
任
せ
に
す
る
の
で
は
な
く
、
家
庭
、
そ

し
て
地
域
で
の
役
割
を
今
一
度
見
つ
め
直
し
て

い
く
、「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
力
で
育

て
て
い
く
の
だ
」
と
い
う
意
識
を
地
域
社
会
全

体
が
持
っ
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
ど
う
育
て
て
い
く
の
か
、
子
ど
も
た
ち
が
巣

立
っ
て
い
く
環
境
づ
く
り
に
何
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
を
、
学
校
や
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
と
く
に
、
瑞
穂
地
区
の

小
学
校
の
統
合
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
来
年
度

か
ら
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
き
た
い
、
急

激
に
は
い
か
な
い
と
し
て
も
、
さ
り
と
て
「
い

つ
か
結
論
が
出
れ
ば
良
い
」
と
い
う
問
題
で
も

な
く
、
一
定
時
期
が
き
た
ら
町
と
し
て
の
考
え

を
地
域
の
皆
様
に
提
示
し
、
時
間
を
か
け
て
話

し
合
い
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
施
設
は
地
域
の
皆
様
の
精
神
的

な
部
分
や
、
そ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
も
大
き
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
配
置
も
含
め

て
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
教
育
環

境
づ
く
り
を
地
域
の
皆
様
と
共
に
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
産
業
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
、今
後
の
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　「『
丹
波
高
原
』
を
生
か
し
て
何
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
と
き
、
た
と
え
ば
近
年
、
食
の
安

全
志
向
が
高
ま
り
、
多
く
の
人
が
安
全
な
食
材

を
求
め
て
い
る
中
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
、

安
全
な
食
材
を
供
給
す
る
地
域
と
し
て
、
こ
の

ま
ち
は
勝
負
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
す

で
に
道
の
駅
の
朝
市
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
よ
う

に
、
こ
の
地
域
に
は
採
り
た
て
の
、
ま
だ
朝
露

の
つ
い
た
新
鮮
な
食
材
が
並
ん
で
い
る
、
京
阪

神
な
ど
都
市
部
か
ら
、
そ
れ
を
買
い
求
め
て
人

が
訪
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
近
郊
の
農
山
村

と
し
て
の
地
の
利
を
十
分
に
生
か
し
、
消
費
者

が
、
市
場
が
今
ど
う
い
う
も
の
を
求
め
て
い
る

か
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
あ
る
も
の

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
、
戦
略
と
し
て
そ
う
い
う
意

識
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

ま
た
、
流
通
体
系
の
確
立
も
重
要
で
、
黒
豆

や
小
豆
が
「
ダ
イ
ヤ
」
に
な
る
の
か
、「
た
だ
の

豆
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
、
う
ま
く
流
通
に

乗
せ
て
い
く
手
立
て
が
必
要
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
、
ま
だ
ま
だ
開
拓
の
余
地
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
を
誘
致
す
る
の
に
も
、
都
市
近
郊
と
い

う
地
の
利
は
あ
る
、
国
道
が
三
つ
あ
る
の
は
物

流
に
十
分
な
環
境
で
あ
り
、
近
年
、
企
業
も
地

震
に
備
え
て
機
能
を
分
散
さ
せ
る
と
い
っ
た
安

全
志
向
で
あ
る
な
ど
、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と

一
定
の
場
所
を
提
供
で
き
る
地
域
と
し
て
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
企
業
側
は
ま
ち
に
何
を
求
め
て
い

る
の
か
、
例
え
ば
「
会
社
と
一
緒
に
来
る
若
い

社
員
た
ち
が
生
活
で
き
る
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
か
」、「
保
育
所
や
教
育
環
境
は
整
っ
て
い

ま
す
か
」
と
、
そ
う
い
う
企
業
か
ら
求
め
ら
れ

る
こ
と
に
対
し
て
、
小
さ
く
と
も
、
き
っ
ち
り

と
提
供
で
き
る
環
境
を
準
備
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、

誘
致
戦
略
と
し
て
は
も
う
少
し
練
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
最
後
に
、今
後
の
町
政
運
営
に
対
す
る
町

長
の
方
針
や
思
い
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
人
口
一
万
七
千
人
余
り
の
小
さ
な
ま
ち

で
も
し
っ
か
り
と
動
い
て
い
る
、
細
々
と
で
も
、

子
育
て
が
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
高
齢
者
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
が
あ
る
、
し
っ
か
り

と
し
た
教
育
環
境
が
整
っ
て
い
る
、
町
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う

い
う
足
腰
の
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
、
派
手
さ
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私

が
町
政
を
預
か
っ
て
い
る
限
り
は
維
持
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
を
、
そ
う
い
う
し
っ
か
り
と
し
た

思
い
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
ま
ち
に
と
っ
て
、

今
は
や
は
り
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
め
る
し
っ

か
り
と
し
た
、
揺
る
ぎ
な
い
土
台
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
の
た
め
に
は
、
焦

ら
ず
に
一
つ
一
つ
を
き
っ
ち
り
と
整
え
、
ト
ー

タ
ル
で
み
た
と
き
バ
ラ
ン
ス
良
く
備
わ
っ
て
い

る
、
そ
う
い
う
安
定
感
の
あ
る
町
政
運
営
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
で
す
。

シリーズ・地域の躍動⑦

夢の舞台開幕

京丹波イルミネーション

琴滝「冬ほたる」
１２月１５日―２５日

昨
年
、初
め
て
開
催
さ
れ
た
琴
滝
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン「
冬
ほ
た
る
」
。

町
民
は
も
と
よ
り
、京
阪
神
な
ど
か
ら
一
万
人
近
い
人
び
と
が
訪
れ
、幻
想
的
な
光
の
空
間
に
魅
了
さ
れ
た
。

今
年
も
ま
た
、「
冬
ほ
た
る
」の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。



人
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
が
、

琴
滝
か
ら
始
ま
る

京
丹
波
町
の
名
勝
・
琴
滝
に
昨
年
の
十
二
月
、「
冬
ほ

た
る
」
が
舞
っ
た
。

滝
へ
と
通
じ
る
並
木
道
に
青
白
二
色
の
無
数
の
光
が
、

燦
然
と
輝
く
。
そ
の
き
ら
め
き
は
、
冬
に
舞
う
ホ
タ
ル

の
よ
う
な
美
し
さ
。
幻
想
的
な
光
の
競
演
に
多
く
の
人

び
と
が
魅
了
さ
れ
た
。

光
の
回
廊
を
く
ぐ
り
抜
け
る
と
、
そ
こ
に
は
ま
る
で

天
か
ら
舞
い
降
り
て
き
て
い
る
か
の
よ
う
な
青
白
い
十

三
本
の
光
の
帯
が
現
れ
る
。
水
の
流
れ
が
、
十
三
弦
の

琴
糸
の
よ
う
に
美
し
い
琴
滝
の
特
徴
を
表
す
光
の
オ
ブ

ジ
ェ
が
、
多
く
の
人
び
と
に
感
動
を
与
え
た
。

昨
年
十
二
月
十
日
―
二
十
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
琴

滝
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
「
冬
ほ
た
る
」
に

は
、
町
民
は
も
と
よ
り
、
京
阪
神
か
ら
も
多
く
の
人
出

が
あ
り
、
期
間
中
に
一
万
人
も
の
人
び
と
が
訪
れ
た
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
を
告
げ
、
い
つ
も
な
ら
ひ
っ

そ
り
と
静
ま
り
返
る
名
勝
が
、
多
く
の
人
出
で
活
気
づ

い
た
。
こ
の
夢
の
舞
台
を
手
が
け
た
の
は
、
町
内
の
若

手
で
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
「
丹
波
み
ら
い
研

究
会
」。

「
生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
ま
ち
を
良
く
し
て
い
き
た
い
、

活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」、
ま
ち
づ
く
り

へ
の
そ
ん
な
熱
い
思
い
を
抱
く
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
、
議

論
に
議
論
を
重
ね
て
見
出
し
た
理
念
、
そ
れ
は
「
多
く

の
人
び
と
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」。
こ
れ
に
基
づ
き
、

ま
ず
は
観
光
に
的
を
絞
り
、
琴
滝
の
観
光
開
発
に
乗
り

出
し
た
。
通
過
交
通
の
ま
ち
か
ら
脱
却
し
、
人
が
集
ま

る
ま
ち
を
目
指
し
た
活
動
が
、
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

新
し
い
力
、

冬
ほ
た
る
サ
ポ
ー
タ
ー

今
年
も
「
冬
ほ
た
る
」
の
季
節
が
や
っ
て
き
た
。
十

一
月
二
十
六
日
、
琴
滝
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り

付
け
作
業
が
始
ま
っ
た
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
冬
の
到
来
を

告
げ
る
か
の
よ
う
に
枯
れ
葉
が
舞
う
中
を
、
メ
ン
バ
ー

た
ち
が
、
滝
周
辺
の
並
木
に
青
白
二
色
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
（
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
を
飾
り
付
け
て
い
く
。

丹
波
み
ら
い
研
究
会
は
今
年
の
夏
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特

定
非
営
利
活
動
法
人
）
の
認
証
を
取
得
し
、
新
た
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。
よ
り
多
く
の
町
民
の
力
で
、「
冬
ほ

た
る
」
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
、「
冬
ほ
た
る
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
募
集
や
、
冬
ほ
た
る
募
金
箱
の
設
置
な

ど
も
行
っ
て
き
た
。

「
冬
ほ
た
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
応
募
し
て
い
た
だ
い
た

方
は
現
在
、
十
二
人
ほ
ど
。
昨
年
、
会
場
に
訪
れ
た
人

で
、『
何
か
手
伝
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
』
と
、
十
八
歳
以

上
か
ら
六
十
代
ま
で
、
幅
広
い
世
代
の
方
々
に
今
年
か

ら
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
」
と
、
同
研
究
会
の
サ
ポ
ー

タ
ー
関
係
委
員
長
の
細
見
浩
樹
さ
ん
（
保
井
谷
）。「
冬

ほ
た
る
」
を
、
み
ん
な
で
つ
く
り
上
げ
て
い
く
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
今
後
も
、
よ
り
多
く
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。

今
年
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
「
冬
ほ
た
る
」
に
携

わ
る
村
山
茂
之
さ
ん
。「
昨
年
、『
冬
ほ
た
る
』
を
訪
れ

て
、
自
分
に
も
何
か
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
、
来
年
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
く
る
の
で
、
力
に
な
れ
れ
ば
と
い
う
思

い
で
応
募
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
新
し
い
力
が
加

わ
り
、
準
備
が
着
々
と
進
ん
で
い
く
。
も
う
す
ぐ
二
年

目
の
「
冬
ほ
た
る
」
が
始
ま
る
。

「
冬
ほ
た
る
」
が

伝
え
た
い
心

今
年
の
「
京
丹
波
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
琴
滝
『
冬

ほ
た
る
』」
の
開
幕
は
十
二
月
十
五
日
。
二
十
五
日
ま

で
の
十
一
日
間
開
催
さ
れ
る
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
数
も
十
万
灯

に
拡
大
さ
れ
、
二
十
四
日
、
二
十
五
日
の
二
日
間
、
オ

カ
リ
ナ
演
奏
や
ジ
ャ
ズ
の
手
づ
く
り
ラ
イ
ブ
も
催
さ

れ
る
。

「
町
民
み
ん
な
の
力
で
、
わ
が
ま
ち
・
京
丹
波
を
光

輝
か
せ
て
い
こ
う
」。
こ
れ
が
、「『
冬
ほ
た
る
』
が
伝
え

た
い
心
だ
」
と
同
研
究
会
会
長
・
岩
崎
栄
喜
雄
さ
ん
（
須

知
）
は
話
す
。

「
冬
ほ
た
る
」
の
き
ら
め
き
に
は
、「
一
人
ひ
と
り
が

輝
き
、
一
つ
に
な
っ
た
と
き
、
そ
こ
に
は
大
き
な
力
、

す
ば
ら
し
い
力
が
あ
る
ん
だ
よ
」、「
み
ん
な
の
力
で
、

こ
の
ま
ち
を
『
人
が
集
ま
る
魅
力
的
な
ま
ち
』
に
し
て

い
こ
う
」。
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
、
サ
ポ
ー
タ
ー
た
ち
の

そ
ん
な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

も
う
す
ぐ
琴
滝
に
『
冬
ほ
た
る
』
が
舞
う
。
―
こ
の

ま
ち
に
、
人
が
集
ま
る
。

（
シ
リ
ー
ズ
・
地
域
の
躍
動
　
終
わ
り
）

KYOTAMBA TOWN◆11 10

冬ほたるサポーターの村山茂之さん

NPO法人・丹波みらい研究会会長・岩崎栄喜雄さん

サポーター関係委員長細見浩樹さん

琴滝に「冬ほたる」が舞う
―このまちに、人が集まる

並木へのLEDの取付作業を行うメンバーたち（琴滝）琴滝の特徴を表す光のオブジェ

さ
ん
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総
合
計
画
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
を
も
と
に

町
の
現
状
を
分
析

■■
魅
力

■
自
然
、
緑
豊
か
▽
地
域
特
有
の
気
候
風

土
▽
丹
波
霧
（
高
原
の
イ
メ
ー
ジ
）
▽
丹

波
ブ
ラ
ン
ド
▽
ブ
ラ
ン
ド
京
野
菜
▽
お
い

し
い
食
材
▽
和
知
の
伝
統
芸
能

■
都
市
近
郊
の
山
間
部
▽
水
洗
化
が
進
む

▽
三
つ
の
国
道
（
物
流
と
し
て
ね
ら
い
目
）

▽
地
理
的
に
好
位
置
（
道
路
整
備
は
必
要
）

■
健
康
志
向
、
い
や
し
、
や
す
ら
ぎ
の
場

▽
地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
▽
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
増
え
て
き
た

■■
マ
イ
ナ
ス
面

■
町
の
存
在
感
が
弱
い
（
自
己
主
張
が
弱

い
）
▽
全
国
的
に
「
丹
波
」
は
篠
山
市
の
イ

メ
ー
ジ
▽
中
途
半
端
（
↓
こ
れ
を
逆
手
に
）

▽
若
者
に
と
っ
て
の
田
舎
の
役

■■
働
く
場
・
流
通

■
企
業
誘
致
の
効
果
（
↓
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

者
よ
り
町
内
の
転
職
者
が
多
い
傾
向
）
▽

企
業
は
機
械
化
・
省
力
化
を
求
め
て
い
る

■
産
地
間
競
争
で
は
負
け
る

■■
生
活

■
便
利
な
田
舎
、
不
便
な
田
舎
の
両
面
▽

瑞
穂
―
和
知
間
が
遠
い

■■
少
子
化
、
福
祉
、
子
育
て
対
策

■
子
を
産
む
年
代
が
少
な
い
▽
転
入
対
策

（
直
接
的
）、
医
療
費
助
成
（
間
接
的
）
▽
公

助
の
普
及
（
家
族
介
護
意
識
の
希
薄
さ
）

▽
町
の
使
う
お
金
に
差
（
子
ど
も
に
少
な

く
、
高
齢
者
に
多
い
）

■■
教
育

■
児
童
減
少
（
複
式
学
級
の
増
加
）
▽
旧

瑞
穂
町
で
小
学
校
統
合
の
方
向

■■
財
政
状
況

■
経
常
的
に
入
る
お
金
よ
り
、
出
る
お
金

が
多
い
（
企
業
で
あ
れ
ば
倒
産
）
▽
借
金

は
約
四
〇
〇
億
円
。
う
ち
先
行
取
得
用
地

（
塩
漬
け
土
地
）
は
二
二
億
円

■
町
民
が
恩
恵
を
受
け
て
の
赤
字
は
納
得
。

し
か
し
、
意
識
改
革
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
経
営
改
善
が
必
要

■■
町
民
に
対
す
る
情
報
公
開

■
（
財
政
の
）
危
機
的
状
況
が
町
民
に
伝

わ
っ
て
い
な
い
▽
経
費
削
減
プ
ラ
ン
（
行

政
改
革
）
を
説
明
す
る
必
要
あ
り

課
題
、
方
向
性
は
？

■■
協
働

■
住
民
と
行
政
の
課
題
共
有
▽
行
政
の
役

割
、
住
民
の
役
割
の
再
認
識
▽
行
政
も
住

民
も
意
識
改
革
を
▽
（
住
民
と
行
政
の
関

係
）「
要
望
型
」
か
ら
「
提
案
型
」
へ
▽
住

民
（
地
域
）
と
行
政
の
信
頼
関
係
の
構
築

■
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
に
期
待

■
須
知
高
と
連
携
（
食
品
化
学
科
）
な
ど

■■
働
く
場
・
流
通

■
地
域
産
業
を
創
造
す
る
▽
地
場
産
業
・

新
た
な
産
業
（
↓
人
口
増
へ
）

■
量
よ
り
質
、
希
少
価
値
を
め
ざ
す
ブ
ラ

ン
ド
づ
く
り

■■
教
育

■
家
庭
教
育
が
基
盤
（
朝
食
の
重
要
性
）

■
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
と
れ
る
校
長
と
優

秀
な
教
師
（
教
育
が
し
っ
か
り
し
た
町
に

は
人
が
住
む
）。
丹
波
ひ
か
り
小
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
期
待
）

■■
人
づ
く
り

■
人
材
育
成
（
＝
大
き
な
力
に
な
る
）

■
住
民
同
士
の
助
け
合
い
と
地
域
活
動
の

強
化
（
＝
共
助
）

■■
農
業
・
ブ
ラ
ン
ド
産
品
・

活
性
化
な
ど

■
農
業
後
継
者
・
担
い
手
の
育
成
▽
荒
廃

農
地
の
防
止

■
売
り
込
み
戦
略
（「
売
り
に
行
く
」
か
ら

「
買
い
に
来
て
も
ら
う
」
へ
）
▽
企
業
と
連

携
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化

■
自
然
・
歴
史
資
源
の
活
用
▽
地
域
資
源

の
発
掘
▽
活
気
あ
る
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

■■
行
政
改
革
・
財
政
状
況
な
ど

■
行
政
改
革
委
員
会
の
早
期
設
置
▽
職
員

の
意
識
改
革
（
コ
ス
ト
意
識
、
積
極
的
な

研
修
）
▽
合
併
し
な
か
っ
た
町
に
学
ぶ

■
支
出
を
減
ら
す
よ
り
、
企
業
誘
致
・
人

口
増
で
収
入
を
増
や
す
こ
と
に
重
点
を

■
十
年
を
乗
り
切
る
（
↓
借
金
、
人
件
費
、

建
設
事
業
（
政
策
的
経
費
）
を
減
ら
す
）
▽

金
が
な
い
。
↓
返
せ
ば
チ
ャ
ン
ス

■■
そ
の
他
の
課
題

■
瑞
穂
―
和
知
間
の
道
路
（
＝
町
の
一
体

化
）
▽
上
・
下
水
道
の
整
備
▽
投
票
所
数

の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

ま
ち
の
将
来
像
を
議
論

■
あ
る
も
の
（
資
源
）
を
ど
う
生
か
す
の

か
（
↓
人
を
呼
ぶ
仕
掛
け
。「
通
過
の
ま
ち
」

に
し
な
い
。
人
・
車
が
立
ち
寄
る
ま
ち
へ
）

■
住
民
と
行
政
の
一
体
感
を
つ
く
る
（
町

民
憲
章
、
町
歌
、
町
民
音
頭
な
ど
）
▽
自
己

主
張
の
で
き
る
ま
ち
（
町
の
顔
づ
く
り
＝

自
信
と
誇
り
）
▽
町
の
一
体
化
（
旧
三
町

の
壁
を
破
る
こ
と
が
大
切
）

■
全
町
ブ
ラ
ン
ド
化
（
人
・
人
材
＝
農
林

業
振
興
）
▽
自
然
と
と
も
に
都
市
近
郊
を

Ｐ
Ｒ
（
都
市
近
郊
の
食
の
高
原
地
帯
）
▽

都
市
近
郊
の
こ
だ
わ
り
村
▽
地
域
の
歴
史

文
化
を
生
か
し
て
Ｐ
Ｒ

■
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
＋
丹
波
高
原
（
観
光
的

高
原
で
は
な
く
、
丹
波
の
「
食
を
つ
く
る

高
原
」。
食
と
の
関
連
づ
け
が
重
要
）

■
平
和
な
ま
ち
▽
ス
ロ
ー
な
ま
ち
（
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
）
▽
い
き
い
き
、
楽
し
く
、
元
気

な
ま
ち
▽
動
き
の
あ
る
イ
メ
ー
ジ
「
ぬ
く

も
り
」「
躍
動
」「
い
き
い
き
」「
元
気
」

将
来
の
目
標
人
口

に
つ
い
て
話
し
合
う

■
現
実
は
人
口
減
（
少
子
高
齢
化
社
会
、

働
く
場
が
な
い
）
▽
自
然
減
が
大
き
い
。

全
国
的
な
人
口
減
少
社
会
▽
当
面
は
減
少

食
い
止
め
る
（
現
状
維
持
）

■
ま
ず
は
水
の
確
保
。
マ
イ
ナ
ス
要
因
を

消
す
流
出
防
止
対
策
と
受
け
入
れ
体
制
の

整
備
（
賃
貸
住
宅
、
空
き
家
の
活
用
、
住
民

の
意
識
改
革
）
↓
増
加
の
要
素
あ
り

こ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

必
要■

そ
の
気
に
さ
せ
る
戦
略
が
必
要
（
短
期
・

中
期
・
長
期
に
分
け
た
事
業
展
開
、
事
業

の
優
先
着
手
（
選
択
と
集
中
）
な
ど
）

■
住
民
参
加
の
仕
掛
け
づ
く
り
（
住
民
の

一
体
感
、
自
信
・
誇
り
づ
く
り
、
起
業
支
援

制
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
有
効
活
用
）

■
若
者
定
住
▽
交
流
居
住
▽
ブ
ラ
ン
ド
（
品

質
保
証
と
生
産
管
理
）、
魅
力
発
掘

■
森
林
と
農
地
の
公
益
的
機
能
を
守
り
、

都
市
部
へ
主
張
▽
美
し
い
丹
波
高
原
の
里

づ
く
り
（
美
化
活
動
↓
地
域
活
動
、
自
然

環
境
の
整
備
、
高
原
↓
清
流
）

■
企
業
誘
致
、
水
の
確
保
、
交
通
網
整
備

＝
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
▽
企
業
誘
致
の
た

め
の
基
盤
整
備
（
下
山
地
区
の
工
業
団
地
、

水
、
専
任
職
員
な
ど
）

■
帰
農
、
滞
在
型
農
業
、
田
舎
志
向
▽
観

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
町
内
コ
ー
ス
、
物
語
・

伝
説
を
作
る
）
▽
京
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
（
休

耕
田
の
活
用
、
道
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

地
域
労
働
力
の
発
掘
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
の
商
標
登
録
）

構
想
実
現
の
カ
ギ
は
？

■
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
（
住
民
と
行
政
が

情
報
の
共
有
（
↓
課
題
共
有
）、
住
民
と
行

政
が
対
等
な
関
係
）

■
意
識
改
革
（
行
政
も
住
民
も
）

■
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

■
行
財
政
改
革
▽
職
員
の
意
識
改
革
・
人

材
育
成
▽
第
三
者
機
関
を
設
置
し
て
行
財

政
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
▽
情
報
の
開
示
と

説
明
が
必
要
▽
職
員
の
地
域
担
当
制
▽
な

ん
で
も
相
談
課
の
設
置

京
丹
波
町
総
合
計
画
審
議
会
（
谷
勝
彦
会
長
、
八
月
十
日
発
足
）
は
、
総
合
計
画
の
う
ち
、
京
丹
波
町
が
こ
れ
か
ら
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的

な
方
針
や
、
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
る
基
本
構
想
案
の
策
定
に
向
け
、
こ
れ
ま
で
全
体
会
議
を
二
回
、
三
部
会
（
総
務
文
教
、
産
業
建
設
・

福
祉
厚
生
）
の
会
議
を
延
べ
十
回
行
い
、
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
同
審
議
会
の
各
部
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
意
見
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

総
合
計
画
審
議
会
情
報

基
本
構
想
案
の
策
定
に
向
け
て

総合計画審議会の福祉厚生部会（役場会議室）
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新しい税制のスタート！

平成19年から所得税・
住民税が変わります。

「地方のことは地方で」の方針のもと、地方分権を積極的に進める「三位一体改革」が実
現します。その柱といえるのが「税源移譲」。平成１９年から所得税（国税）と個人住民税（地
方税）の税率を変えることで国の税収が減り、地方の税収が増えることになり、国から地方
へ３兆円規模の税源移譲が行われます。  ※個人住民税は、平成１９年度分（平成１８年所得）から適用となります。

問い合わせ先／税務課　182－3802

定率減税は廃止となります
平成１１年度から、景気対策のために暫定的な税負担の軽減措置として導入されていた定率減税が、最近の経済状況を踏まえて、平成

１９年から廃止されます。

老年者非課税措置の廃止（町府民税のみ）
年齢６５歳以上で、前年の合計所得金額が

１２５万円以下の場合に適用される非課税措

置が、段階的に廃止されます。ただし、経過措

置として平成１７年１月１日現在で６５歳以上（

昭和１５年１月２日以前生まれ）の人は、次のと

おり段階的に課税されます。

住宅ローン控除（個人住民税）
平成１８年までの入居者について、今回の税源移譲によって、平成１９年以降の所得税における住宅ローン控除による減税額が減ってし

まう場合には、町に申請していただくことで、その分を翌年度の住民税で減税することとします。（府民税５分の２、町民税５分の３）

なお、平成２０年度分から平成２８年度分までの個人住民税について適用します。

総務省ホームページhttp://www.soumu.go.jp/czaisei/czais.htmlもご覧ください

具体的な例を見てみましょう。（個人住民税の算出例）　　

  平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度以降

均等割
 町民税 １，０００円 ２，０００円 ３，０００円

 府民税 ３００円 ６００円 １，０００円

 所　　得　　割 １／３課税 ２／３課税 全額課税

人的控除額の差に基づく負担増の減額措置の導入
所得税と個人住民税では、基礎控除や扶養控除などの人的控除額に差違が生じます。

この差額の部分は個人住民税のみが課税されて、所得税は課税されていない部分であることから、個人住民税の税率を５％から１０％に

すると、この差額部分が単純に増税になってしまうため、個人住民税において新たな控除を設け、負担増とならないよう調整を行います。

具体的には、次の額を所得割額から控除します。

 ①個人住民税の課税所得金額が２００万円以下の場合

アとイのいずれか小さい額の５％（府民税２％、町民税３％）

（ア）人的控除額の差の合計額

（イ）個人住民税の課税所得金額

 ②個人住民税の課税所得金額が２００万円を超える場合

アからイを控除した金額（５万円未満の場合は５万円）の５％（府

民税２％、町民税３％）

（ア）人的控除額の差の合計額

（イ）個人住民税の課税所得金額から２００万円を控除した金額

※ただし、この金額が２，５００円未満の場合は、２，５００円とする。

個人住民税の減額措置の例

夫婦子2人世帯の場合（課税所得金額200万円）

人的控除の差額（所得税１７７万円 ― 個人住民税１４４万円） ３３万円 × ５％ ＝ １６，５００円

所得税・個人住民税の人的控除一覧 （単位：万円）

 項　　　　　　目 所得税 個人住民税

基　礎　控　除  ３８ ３３

 控除対象配偶者 ３８ ３３

 老人控除対象配偶者（70歳以上） ４８ ３８
配偶者控除

 同居特別障害者 ７３ ５６

 同居特別障害者（70歳以上） ８３ ６１

 一般扶養親族 ３８ ３３

 上記の同居特別障害者 ７３ ５６

 特定扶養親族（16歳以上23歳未満） ６３ ４５

扶養控除 上記の同居特別障害者 ９８ ６８

 老人扶養親族（70歳以上同居老親など） ５８ ４５

 上記の特別障害者 ９３ ６８

 同居老親等以外の老人扶養親族 ４８ ３８

 上記の特別障害者 ８３ ６１

障害者控除
 障害者（本人、配偶者、扶養親族） ２７ ２６

 特別障害者（同上） ４０ ３０

寡婦（寡夫）控除
 寡婦（寡夫） ２７ ２６

 特定の寡婦(扶養親族の子を有し500万円以下)  ３５ ３０

勤労学生控除（本人）

(給与所得等金額65万円以下で、それ以外の所得10万円以下)  
２７ ２６

基
礎
的
な
人
的
控
除

特
別
な
人
的
控
除

夫婦＋子供２人・給与収入７００万円（年額）
 平成１８年
住民税 １９６，０００円
定率減税 △１４，７００円
所得税 ２６３，０００円
定率減税 △２６，３００円
合　計 ４１８，０００円

 平成１９年
住民税 ２９３，５００円
定率減税 ０円
所得税 １６５，５００円
定率減税 ０円
合　計 ４５９，０００円

※子どものうち１人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※住民税（年額）は所得割に係るもので、このほか均等割が課税
されます。（均等割額　４，０００円、経過措置の適用あり。）

地震保険料控除の創設（個人住民税）この改正は、平成２０年度以降の個人住民税に適用。

現行（損害保険料控除）
支払った損害保険料の額に応じた一定の金額を所得控除
 控除限度額

長期損害保険／１万円（所得税／１．５万円）
短期損害保険／２千円（所得税／３千円）

※ただし最大１万円（所得税／１．５万円）

改正（地震保険料控除）
支払った地震保険料の1／2の額を所得控除
 控除限度額　　２．５万円（所得税／５万円）
経過措置として、平成１８年末までに締結した長期損害保険
にかかる保険料については、これまで通り、損害保険料控除
を適用できる。

※「長期損害保険」とは保険期間が１０年以上で、満期返戻金の支払いがあるものをいい、「短期損害保険」とはそれ以外のものをいう。

このロゴマークは、所得税から
個人住民税への税源移譲に係る
理解を深めていただくため、全国
地方税務協議会が制作したもの
です。

国から地方へ３兆円を税源移譲 個人住民税を一律の税率構造に

所得税

所得税

10％

5％

10％

20％
23％

33％

40％

20％

30％

37％

個人住民税 所得税 個人住民税

個人住民税 個人住民税

3兆円

国 都道府県・市区町村 国 都道府県・市区町村

所得税

税源委譲移譲前 移譲後 移譲前

4段階

移譲後

2％
3％

8％

3％ ４％（府民税）

10％

13％
10％

5％ 6％（町民税）

10％比例税率

6段階

※多数の人は、平成１９年１月から所得税が減り、６月から減少相当分だけ個人住民税が増えることになります。

モデル
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住
民
自
治
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
あ
り
方
や
、

そ
の
仕
組
み
な
ど
を
研
究
・
検
討
す
る
「
京
丹

波
町
住
民
自
治
組
織
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
検

討
委
員
会
」
が
発
足
し
、
十
一
月
九
日
、
初
会

合
を
開
催
。「
住
民
自
治
に
よ
る
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
に
向
け
た
研
究
・
検
討
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

同
委
員
会
は
、
住
民
と
行
政
と
が
地
域
課
題

を
共
に
考
え
、
解
決
に
向
け
て
共
に
行
動
す
る

「
住
民
自
治
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
実

現
す
る
た
め
、
そ
れ
を
担
う
地
域
振
興
組
織
の

あ
り
方
や
、
仕
組
み
な
ど
を
研
究
・
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
発
足
し
た
も
の
。

初
会
合
で
は
、
上
田
正
・
助
役
が
委
員
に
委

嘱
状
を
交
付
し
た
後
、「
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
町
域
の
均
衡

あ
る
発
展
を
図
っ
て
い
く
に
は
『
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
』
が
欠
か
せ
な
い
。
住
民
自
治
に
よ
る

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
で
き
る
よ
う
委

員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
願
う
」
と
述
べ
ま
し

た
。同

委
員
会
の
委
員
は
、
議
会
や
区
長
会
の
代

表
、
公
募
に
よ
る
委
員
ら
十
五
人
。
委
員
長
に

は
吉
田
昭
さ
ん
、
副
委
員
長
に
は
山
西
強
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
会
合
で
は
、
同
委
員
会
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
、
現
在
進
行
中
の
総
合
計
画
審
議
会

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務
め
る
京
都
府
立
大
・
宗

田
好
史
助
教
授
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
宗

田
助
教
授
は
講
演
の
中
で
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
や
「
地
域
自
治
組
織
の
新
し
い
仕
組
み
」
な

ど
に
ふ
れ
、「
地
域
社
会
も
変
貌
し
た
。
住
民
も

組
織
も
変
わ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
地
域
に
も

自
助
・
共
助
・
互
助
の
新
し
い
仕
組
み
が
必
要

だ
」
な
ど
と
指
摘
し
ま
し
た
。

今
後
、
同
委
員
会
は
月
一
回
ペ
ー
ス
で
会
議

を
も
ち
、
平
成
十
九
年
度
中
に
、
住
民
自
治
組

織
の
あ
り
方
な
ど
を
ま
と
め
る
予
定
で
す
。

男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
な
ど
に
取

り
組
む
「
京
丹
波
町
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
」
が
発
足
し
、
十
一
月
九
日
、
第
一

回
会
合
を
役
場
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。

初
会
合
で
は
、
上
田
正
・
助
役
が
委
員
に

委
嘱
状
を
交
付
し
た
後
、
委
員
の
互
選
に

よ
り
、
委
員
長
に
高
木
真
里
子
さ
ん
（
中
台
）、

副
委
員
長
に
阿
部
定
さ
ん
（
中
台
）

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
委
員
ら
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
形
式
で
話
し
合
い
、
日
常
生
活

を
振
り
返
り
な
が
ら
家
事
や
育
児
、

就
労
、
地
域
活
動
な
ど
に
お
け
る
男

女
共
同
の
課
題
な
ど
を
出
し
合
い
ま

し
た
。

同
委
員
会
は
今
後
、
月
一
回
ペ
ー

ス
で
会
議
を
も
ち
、
男
女
共
同
参
画

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
今
後
十
年

間
で
取
り
組
む
方
策
な
ど
を
示
す
「
男

女
共
同
参
画
計
画
」
を
今
年
度
中
に

策
定
す
る
と
と
も
に
、
同
計
画
の
推

進
に
あ
た
っ
て
の
提
言
も
ま
と
め
、

松
原
茂
樹
町
長
に
提
出
す
る
予
定
。

委
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
、（
　
）
は
所
属
な
ど
）

会
長
／
高
木
真
里
子
（
婦
人
会
）

副
会
長
／
阿
部
定
（
町
教
育
委
員
会
）

篠
塚
信
太
郎
（
町
議
会
）
▼
谷
碩
子

（
人
権
擁
護
委
員
）
▼
乾
き
よ
の
（
民

生
児
童
委
員
）
▼
田
畑
美
さ
子
（
元

合
併
協
議
会
委
員
）
▼
澤
田
友
子
（
Ｐ

Ｔ
Ａ
）
▼
白
樫
壽
子
（
京
丹
波
き
ら

り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会
）

▼
川
嶋
孝
司
（
ク
ロ
イ
電
気
（
株
）

丹
波
工
場
）
▼
坂
本
武
（
農
業
）

最
近
、
高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
、
浄
水
器
、
ふ
と
ん
な
ど
の
悪
質

な
訪
問
販
売
が
横
行
し
て
い
ま
す
。「
不

必
要
な
契
約
を
何
件
も
さ
せ
ら
れ
た
」
な

ど
の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
に
人
を
集
め
、
景
品
を
無

料
で
配
る
な
ど
し
て
お
い
て
最
終
的
に
高

額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る
「
催
眠
商
法
」

も
京
都
府
内
全
体
で
、
い
ま
だ
発
生
し
て

い
ま
す
。

電
話
勧
誘
販
売
や
訪
問
販
売
な
ど
、
不

意
打
ち
の
契
約
に
関
し
て
は
、
期
間
内
で

あ
れ
ば
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
」（
無
条
件

解
約
）
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
す

る
と
き
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
に
判
断
せ
ず
、

ご
家
族
な
ど
の
意
見
を
聞
い
て
、
慎
重
に

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
断
る
と
き
は
、
理
由
な
ど
つ
け

ず
、
き
っ
ぱ
り
と
「
お
断
り
し
ま
す
！
」

と
言
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
民
自
治
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

住
民
自
治
組
織
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

　氏名 選出区分など

野間和幸 町議会推薦の議員

堀林　章 鎌倉区長

太田　実 須知区長

小森　章 実勢区長

山西　強 下山区長

岡本友秀 大朴区長

上田洋志 坂井区長

山内公夫 三ノ宮区長

■京丹波町住民自治組織によるまちづくり検討委員会委員

　氏名 選出区分など

上林茂治 質美和田区長

藤田正之 西河内区長

吉田　昭 本庄区長

白樫　貢 下乙見区長

西田　哲 公募による委員

山内英紀 公募による委員

和田淳一 公募による委員

（敬称略）

男
女
が
共
に
尊
重
し
合
う
豊
か
な
社
会
の
実
現
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
会
が
発
足

京
丹
波
町
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
（
田
畑
美
さ
子

会
長
）
は
、
合
併
に
伴
い
、
旧
町
ご
と
に
あ
っ
た

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
を
統
合
し
、
今
年
四
月
二
十

一
日
に
発
足
。
豊
か
で
健
全
な
消
費
生
活
を
実
現

す
る
た
め
、
消
費
者
一
人
ひ
と
り
が
時
代
に
対
応

し
、
地
球
環
境
に
も
配
慮
し
な
が
ら
主
体
的
に
行

動
す
る
生
活
者
と
し
て
自
立
で
き
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
消
費
生
活
に
関
す
る
研
修
や
情
報
共
有
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

商
品
の
契
約
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、
悪
質
商
法

な
ど
の
消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
困

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
身
近
な
消
費
生
活

グ
ル
ー
プ
の
会
員
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
く
か
、

産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
、
ま
た
は
各
支
所
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
の
役
員
は

次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

【
丹
波
地
区
】
▼
田
畑
美
さ
子
（
蒲
生
）

▼
小
森
敏
子
（
実
勢
）
▼
山
田
純
子
（
高
岡
）

【
瑞
穂
地
区
】
▼
澤
井
安
子
（
質
美
）

▼
高
木
真
里
子
（
中
台
）
▼
阿
部
幸
子
（
中
台
）

【
和
知
地
区
】
▼
文
字
倭
子
（
本
庄
）

▼
谷
口
和
子
（
安
栖
里
）
▼
西
村
昌
子
（
広
野
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
産
業
振
興
課
／
八
二
―
三
八
〇
八

　
瑞
穂
支
所
地
域
振
興
室
／
八
六
―
一
九
〇
七

　
和
知
支
所
地
域
振
興
室
／
八
四
―
二
二
〇
七

 

豊
か
で
健
全
な
消
費
生
活
を
め
ざ
し
て

消
費
生
活
グ
ル
ー
プ
が
活
動
中

悪
質
商
法
に

ご
用
心
！

悪
質
商
法
撃
退

講演を行う同委員会アドバイザー京都府立大・宗田助教授（役場会議室）

み
つ

し
ず

委員を代表して、上田助役（右）から委嘱状の交付を受ける澤田友子さん（役場会議室）
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合
併
一
年
、
今
の
京
丹
波
町
を

町
民
の
皆
様
に
評
価
し
て
い
た
だ

こ
う
と
思
い
、
職
員
の
応
対
や
、
京

丹
波
町
民
と
し
て
の
一
体
感
度
、

子
育
て
支
援
策
の
充
実
度
な
ど
五

項
目
に
つ
い
て
、
本
庁
・
支
所
の
窓

口
や
、
町
営
バ
ス
の
車
内
、
町
健
康

管
理
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ｒ
和
知
駅
前

な
ど
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
結
果
は
特
集

の
中
で
ご
覧
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
最
も
必
要
な
「
京

丹
波
町
民
と
し
て
の
一
体
感
」
を

こ
れ
か
ら
、
ど
う
つ
く
っ
て
い
く

の
か
が
課
題
で
す
。「
一
体
感
づ
く

り
の
一
翼
を
担
う
広
報
紙
」
を
目

指
し
て
、
来
年
も
広
報
活
動
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、

皆
様
、
取
材
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
Ｙ
）

編
集
後
記

TO
W

N
N

EW
S 2006

フラッシ
ュ

初
の
町
文
化
祭
を
開
催

小
豆
の
品
評
会
な
ど
多
彩
に

錦
秋
の
丹
波
高
原
を
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
力
走

合
併
後
初
と
な
る
「
平
成
十

八
年
度
京
丹
波
町
文
化
祭
」（
町

文
化
協
会
主
催
）
が
十
月
二
十
九

日
に
和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
和

知
会
場
）で
、十
一
月
二
十
五
日
―
二

十
六
日
の
二
日
間
、町
中
央
公
民
館
と
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー（
丹
波
・
瑞
穂
会
場
）で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

和
知
会
場
で
は
、和
知
小
人
形
浄
瑠
璃
ク
ラ
ブ
の
発
表
や
舞

踊
、作
品
展
示
、囲
碁
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
、丹
波
・
瑞
穂
会
場

で
は
、町
中
央
公
民
館
で
作
品
展
示
、山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
京

丹
波
町
子
ど
も
合
唱
団
や
瑞
穂
鼓
太
鼓
な
ど
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

会
場
に
詰
め
か
け
た
町
民
ら
は
、出
演
者
の
舞
台
発
表
に
拍

手
を
送
っ
た
り
、展
示
さ
れ
た
数
々
の
手
芸
品
や
写
真
な
ど
眺

め
た
り
し
て
、地
域
文
化
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
二
〇
〇
六
京
都
丹
波
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」（
船
井
郡
陸

上
競
技
協
会
主
催
）が
十
一
月
三
日
、府
立
丹
波
自
然
運

動
公
園
を
発
着
点
と
し
て
行
わ
れ
、京
阪
神
な
ど
各
地

か
ら
約
千
五
百
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
。
秋
深
ま
る
丹

波
高
原
で
力
強
い
走
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、昨
年
ま
で
二
十
四
回
続
い
た
京
都
丹

波
高
原
ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
京
丹
波
町
な
ど
六
団
体
主
催
）

の
中
止
に
伴
い
同
協
会
が
引
き
継
ぎ
、レ
ー
ス
名
を
変

更
す
る
と
と
も
に
規
模
も
縮
小
し
て
開
催
。

こ
の
日
は
、丹
波
公
園
ま
つ
り
も
開
か
れ
、走
り
終
え

た
ラ
ン
ナ
ー
は
家
族
ら
と
と
も
に
、京
丹
波
の
秋
の
味
覚

に
舌
鼓
を
打
っ
た
り
、菊
花
展
を
見
物
し
た
り
し
て
、和

や
か
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

「
第
十
八
回
き
ょ
う
と
瑞
穂
ま
つ
り
」
が
十
一

月
十
一
日
、
Ｊ
Ａ
京
都
瑞
穂
支
店
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
小
雨
が
降
る
、
あ
い
に
く
の

天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
農
林
産
物
の
展
示
販
売

や
小
豆
の
品
評
会
、
瑞
穂
米
の
食
味
調
査
発
表
会
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
彩
な
催
し
が
あ
り
、

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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瑞穂鼓太鼓の勇壮な響きが観客をひきつけた（山村開発センターみずほ）

地元産の野菜もズラリ（ＪＡ京都瑞穂支店前）バザーやフリーマーケットは大にぎわい（道の駅「和」）記念植樹をする参加者（蒲生野中正門付近）

たすきを受けて力強くスタート（丹波自然運動公園陸上競技場）帰農経験を話するパネリストの皆さん（道の駅「和」道路情報センター）

力強い走りを見せるランナーたち（丹波自然運動公園）

区対抗で熱戦が繰り広げられた（和知中体育館）

和
知
ふ
る
さ
と
農
園
で
収
穫
祭

和
知
地
区
上
粟
野
区
の
貸
し
農
園
「
和
知
ふ

る
さ
と
農
園
」
の
収
穫
祭
が
十
一
月
十
九
日
に

行
わ
れ
、
同
農
園
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
都

市
住
民
約
三
十
人
が
参
加
。
あ
い
に
く
の
雨
模

様
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
区
民
ら
と
野

菜
を
収
穫
し
た
り
、
近
く
の
同
区
公
民
館
で
昼

食
を
共
に
し
た
り
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
参
加
者
が
作
っ
た
野
菜
の
品
評

会
や
、
同
区
の
梅
原
健
太
郎
さ
ん
に
よ
る
野
菜

作
り
教
室
も
あ
り
、
参
加
者
ら
は
、
梅
原
さ
ん

の
講
義
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
来
年
の
野
菜
作

り
に
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

同
農
園
は
上
粟
野
区
民
で
つ
く
る
同
農
園
実

行
委
員
会
（
梅
原
一
委
員
長
）
が
都
市
と
農
村

の
交
流
を
目
的
に
十
五
年
前
か
ら
開
催
。
今
年

は
京
都
市
な
ど
の
住
民
十
四
組
が
野
菜
の
栽
培

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

約
四
百
人
が
集
い
大
盛
況

和
知
地
区
親
善
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
九
人
制
）
が
十
一
月
十
九
日
、
和
知
小

体
育
館
な
ど
四
会
場
で
行
わ
れ
、
同
地

区
の
住
民
ら
二
十
八
チ
ー
ム
、
約
四
百

二
十
人
が
参
加
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
な
が
ら
互
い
に
親
ぼ
く
を
深
め
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
合
併
前
の
旧
和
知
町

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
た
恒
例
行
事
。
今

大
会
も
、
和
知
地
区
の
住
民
は
も
と
よ

り
、
同
地
区
出
身
者
や
そ
の
家
族
ら
も

参
加
し
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
ふ

る
さ
と
で
の
ひ
と
と
き
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

「
帰
農
」
に
つ
い
て
理
解
深
め
る

十
一
月
十
八
日
、
道
の
駅
「
和
」
道
路
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、「
京
丹
波

町
わ
ち
の
ふ
る
さ
と
帰
農
を
考
え
る
集
い
」（
町
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
町
内
の
農
家
な
ど
約
七
十
人
が
参
加
。
南
丹

ふ
る
さ
と
帰
農
協
議
会
座
長
で
、
京
都
府
立
大
の
桂
明
宏
助
教
授
の
「
ふ

る
さ
と
帰
農
の
す
す
め
」
と
題
し

た
講
演
や
、
夫
と
共
に
Ｕ
タ
ー
ン

し
た
西
山
尚
子
さ
ん
（
二
十
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）
の
実
例
報
告
や

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
過
疎
や
高

齢
化
が
進
む
和
知
地
区
の
農
業
の

担
い
手
を
考
え
る
こ
と
な
ど
を
目

的
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た
も
の
。

参
加
者
ら
は
、
団
塊
世
代
の
大
量

退
職
を
前
に
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
受

け
入
れ
な
ど
、
帰
農
促
進
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

小
学
生
ら
、た
す
き
リ
レ
ー
に
力
走

南
丹
地
区
小
学
校
駅
伝
競
走
大

会
「
キ
ッ
ズ
ふ
れ
あ
い
駅
伝
」（
南

丹
教
育
局
な
ど
主
催
）
が
十
一
月

二
十
五
日
、
府
立
丹
波
自
然
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
本

町
の
全
小
学
校
が
参
加
。
児
童
は

保
護
者
ら
の
声
援
を
受
け
、
懸
命

に
た
す
き
を
つ
な
い
で
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
南
丹
地
区
内
の

小
学
生
の
体
力
向
上
や
交
流
機
会

の
充
実
を
目
的
に
昨
年
か
ら
開
催
。

今
大
会
で
は
、
丹
波
ひ
か
り
小
が

六
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

秋
の
味
覚
に
家
族
連
れ
ら
舌
鼓

「
わ
ち
ふ
れ
あ
い
祭
り
二
〇
〇
六
」
が
十
一
月
二

十
五
日
、道
の
駅
「
和
」で
行
わ
れ
、大
勢
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、地
元
の
農
作
物
販
売
や
各
種
団
体

の
バ
ザ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
が
秋
の
味
覚
に
舌
鼓
を

打
ち
な
が
ら
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。

建
設
業
協
会
青
年
部
が
記
念
植
樹

丹
波
町
建
設
業
協
会
青
年
部（
溝
口
久
也
部
長
）

が
十
一
月
二
十
五
日
、京
丹
波
町
誕
生
と
同
部
設

立
の
記
念
植
樹
式
を
役
場
前
で
行
い
、上
田
正
・

助
役
な
ど
来
賓
や
部
員
な
ど
約
三
十
人
が
出
席
。

青
年
部
か
ら
京
丹
波
町
に
記
念
樹
が
贈
ら
れ
た

後
、出
席
者
た
ち
は
蒲
生
野
中
の
松
並
木
の
一
角

に
八
重
桜
を
植
樹
し
ま
し
た
。

こ
の
植
樹
を
契
機
に
同
部
は
、環
境
や
自
然
保

護
、町
の
活
性
化
な
ど
を
目
的
と
し
た
長
期
計
画

と
し
て
、「
桜
街
道
」の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

人口 17,664(－12）
男 

8,388（－ 6）
女 

9,276（－ 6）
世帯数 6,499（＋ 6）

わたしたちの町

12月1日現在／（　）は前月比

品評会で梅原委員長（左）から表彰を受ける参加者（上粟野区公民館）
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「
夫
と
共
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
て
十
四

年
。
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
ね
」
と
話
す
の
は
西
山
尚
子
さ

ん
。
今
年
の
五
月
か
ら
「
南
丹
ふ
る
さ
と

帰
農
協
議
会
」
の
委
員
を
務
め
て
い
る
。

先
日
行
わ
れ
た
「
京
丹
波
町
わ
ち
の
ふ
る

さ
と
帰
農
を
考
え
る
集
い
」
で
は
、
自
身

の
帰
農
経
験
を
も
と
に
「
帰
農
し
て
―
喜

怒
哀
楽
―
」
と
題
し
た
実
例
報
告
を
行
っ

た
（
十
九
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）。

「
長
男
の
嫁
で
す
か
ら
、
い
つ
か
は
夫

と
一
緒
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
、
農
業
を
継
が

な
い
と
い
け
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
西
山
さ
ん
。「
以
前
は
ヘ
ル
パ
ー
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
お
年
寄
り
を
み
て
い

る
う
ち
に
、『（
夫
の
両
親
を
）
放
っ
て
は

お
け
な
い
』
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
」
と
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が

Ｕ
タ
ー
ン
を
決
心
さ
せ
て
く
れ
た
と
話
す
。

し
か
し
、
帰
っ
て
き
た
も
の
の
人
も
地

域
も
分
か
ら
な
い
生
活
。「
半
年
ほ
ど
は

家
で
、
じ
っ
と
し
て
い
ま
し
た
」
と
苦
笑

い
を
浮
か
べ
る
西
山
さ
ん
。「
だ
け
ど
、

こ
れ
で
は
い
け
な
い
」
と
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
か
か
わ
り
を
持
つ
た
め
、
編
み
物

教
室
を
始
め
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
給
食

サ
ー
ビ
ス
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
も
働
き

始
め
た
。

「
Ｕ
タ
ー
ン
し
て
十
四
年
。
今
で
は
、

ず
っ
と
前
か
ら
こ
こ
に
居
た
よ
う
な
、
そ

ん
な
気
分
。
そ
れ
だ
け
地
域
に
な
じ
め
て

き
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
西
山

さ
ん
。「
地
域
に
な
じ
む
と
い
う
点
で
は
、

『
婦
人
会
』
の
存
在
は
助
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
に
行
け
ば
、
地
元
の
人
と
の
か
か
わ

り
が
持
て
て
、
あ
る
程
度
地
域
の
こ
と
が

把
握
で
き
ま
し
た
か
ら
ね
」
と
話
し
て
く

れ
た
。

西
山
さ
ん
は
現
在
、
月
一
回
、
区
内
の

お
年
寄
り
が
集
う
「
ふ
れ
あ
い
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
」
の
ス
タ
ッ
フ
や
要
約
筆
記
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
農
協
女
性
部
の
副
部
長
と

し
て
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
る
。「
同

じ
や
る
な
ら
楽
し
ん
で
や
ろ
う
、
と
い
う

の
が
わ
た
し
の
信
条
。
Ｕ
タ
ー
ン
に
し
て

も
、
心
の
ど
こ
か
で
納
得
し
て
、
帰
っ
て

き
た
の
だ
か
ら
、
愚
痴
を
言
わ
ず
に
、
自

分
の
決
め
た
こ
と
は
一
生
懸
命
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
西
山
さ
ん
。

「
趣
味
の
水
墨
画
の
ほ
か
に
も
、
こ
れ

か
ら
色
々
と
や
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

欲
張
り
で
す
が
ね
。
で
も
、
元
気
な
う
ち

は
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
き
た
い
、
気

持
ち
は
若
々
し
く
あ
り
た
い
で
す
ね
」。

穏
や
か
な
表
情
で
、
最
後
に
そ
う
話
し
て

く
れ
た
。

夫の故郷へＵターンして14年。
今では、ずっと前からここに居たような
そんな気分です。
西山 尚子さん（６６歳）　水原
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このコーナーは、町営バスの利用実態を皆さんにご理解いただくため、
毎月、１カ月間の路線ごとの町営バス利用状況をお知らせしています。

 
路線名

  利用者数（人）
   一般 生徒学生など 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

丹 波 和 知 線

丹 波 桧 山 線

高 原 下 山 線

竹 野 線

小 野 鎌 谷 線

猪鼻戸津川線

質 美 線

仏 主 線

長 瀬 線

才 原 大 簾 線

上 乙 見 線

合 計

703（－232）

96（－013）

222（±000）

99（＋016）

347（＋003）

280（＋002）

697（－103）

335（－048）

450（－044）

163（－046）

49（－003）

3,441（－468）

　8月  

1,081

112

265

51

241

288

646

472

597

176

55

3,984

　9月  

680

72

237

66

292

336

767

423

485

143

49

3,550

　10月  

935

109

222

83

344

278

800

383

494

209

52

3,909

　11月  

703

96

222

99

347

280

697

335

450

163

49

3,441

3,550（－1,228）

2,138（－1,157）

2,728（－1,269）

0（±1,000）

811（－1,103）

635（－1,016）

1,530（－1,031）

734（－1,036）

728（－1,036）

2,378（－1,116）

1,928（－1,096）

17,160（－1,088）

4,253（－1,460）

2,234（－1,170）

2,950（－1,269）

99（＋1,016）

1,158（－1,100）

915（－1,014）

2,227（－1,134）

1,069（－1,084）

1,178（－1,080）

2,541（－1,162）

1,977（－1,099）

20,601（－1,556）

路線名

（　）は前月比

［特集］合併1年

にし やま なお こ


